
（８９－ １ ）

議案第８９号

令和７年度大牟田市水道事業会計予算

（総則）

第１条 令和７年度大牟田市水道事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

(1) 給水戸数（年度末戸数） ５２，３８７戸

(2) 年 間 総 給 水 量 ９，５８７，５９６㎥

(3) １ 日 平 均 給 水 量 ２６，２６７㎥

(4) 主要な建設改良事業

ア 配 水 管 整 備 費 ５５１，５２３千円

イ 改 良 費 １６１，６５７千円

ウ 営 業 設 備 費 ３６，９７６千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 ２，７１９，９６５千円

第１項 営 業 収 益 ２，４７３，８４０千円

第２項 営 業 外 収 益 ２４６，０９６千円

第３項 特 別 利 益 ２９千円

支 出

第１款 水 道 事 業 費 用 ２，５６８，７３６千円

第１項 営 業 費 用 ２，４３３，９３５千円

第２項 営 業 外 費 用 １３１，４３４千円

第３項 特 別 損 失 ３，１６７千円

第４項 予 備 費 ２００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額７４９，５２０千円は、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額６８，９０８千円、当年度分損益勘定

留保資金６０９，８５１千円、減債積立金７０，７６１千円で補塡するも

のとする。）。



（８９－ ２ ）

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ６４５，２４７千円

第１項 企 業 債 ５１０，７００千円

第２項 工事補助及び負担金 ６１，１３９千円

第３項 出 資 金 ４５，９８０千円

第４項 他 会 計 補 助 金 ２７，４２８千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １，３９４，７６７千円

第１項 建 設 改 良 費 ８０９，３０１千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ５８４，５４８千円

第３項 国庫補助金返還金 ９１８千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のと

おりと定める。

（企業債）

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のと

おりと定める。

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は、６００，０００千円と定める。

事 項 期 間 限 度 額

大牟田・荒尾共同浄水場

第二期運営事業

令和 ９ 年度から

令和２３年度まで

８，３０１，２００千円に物価

変動に伴う増減額を加算した額

起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

建 設 改 良

事 業

千円

510,700 証書借入れに

よる普通貸借。

都合により翌年

度以降に繰り越

して借り入れる

ことができる。

5.0％以内（利

率 見 直 し 方 式 で

借 り 入 れ る 政 府

資 金 及 び 地 方 公

共 団 体 金 融 機 構

資 金 に つ い て 、

利 率 の 見 直 し を

行 っ た 後 に お い

て は 、 当 該 見 直

し後の利率）

政府資金について

はその融資条件によ

り、銀行その他の場

合にはその債権者と

協 定 す る 事 項 に よ

る。ただし、都合に

より据置期間を短縮

し、又は繰上償還を

し、若しくは低利に

借換えをすることが

できる。



（８９－ ３ ）

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次の

とおりと定める。

(1) 営 業 費 用

(2) 営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。

(1) 職員給与費 ３１１，８９０千円

(2) 交 際 費 ４００千円

（他会計からの補助金）

第１０条 営業助成のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１

０６，９３７千円である。

（たな卸資産購入限度額）

第１１条 たな卸資産の購入限度額は、２７，５００千円と定める。

令和 ７ 年 ２ 月２６日提出

大牟田市長 関 好 孝

提案理由

水道事業会計予算を定めるに当たり、地方自治法第９６条第１項第２号の

規定により、議会の議決を求める。


